
   

第 59 回愛工大祭 

  

 第 59 回愛知工業大学大学祭実行委員会 

※工科展冊子はアンケート回収所で回収します。 
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AITプラザ内出展団体一覧 
 

プラザ番号 AITプラザ内出展団体名 出展内容 

1 
Japan Steel Bridge 

Competition 
実際のコンペに出展した橋の展示 

その構造、強度についての説明 

2 
ハイブリッドロケット 

プロジェクト 

ハイブリッドロケットの模型の展示と 

活動紹介 

3 宇宙機開発プロジェクト 小型、大型ロケット、人工衛星の展示 

4 Robot-Art 2足ロボットやアニメロボットの展示 

5 Robo Cup プロジェクト 
人工知能ロボットによる効率のいい 

地震救助の研究 

6 古民家の修復 体験を通して楽しさを知ってもらう 

7 唐揚げ定食(大盛) 動力を用いないカートの研究 

8 
自立移動ロボット技術競技会 

への参加 

作成したロボットの展示 

競技会の様子を紹介 

9 
EVミニカートと袖ヶ浦 

レースへの参戦 

レースに向けて作成したインバータ、 

カートの展示 

10 
レスキューロボット実用化 

プロジェクト 

Scottを使い、災害を想定したデモンスト

レーションの実施 

11 バッテリーカーEne-1GP 乾電池 40本で走行する車の研究 

12 ソーラーカーレース鈴鹿参戦 ソーラーカー鈴鹿の参戦車両の展示 

13 建築コンペ及び設計競技 コンペの内容の説明 

14 AIT学生フォーミュラ研究会 活動紹介と車の展示、乗車体験 

15 
インテリジェントものづくり 

プロジェクト 

3Dプリンタやレーザー加工機を用いた 

ものづくり作品 

16 水野研究室 東京ゲームショウに出展したゲームの出展 

17 黄金比と人のプロポーション 研究内容の発表 

18 建築研究会 紙で作った軸組のコンペ作品の展示 

19 システム工学研究会 時間割を決める際に便利なアプリの紹介 

20 松井・武田合同研究室 研究内容の形状記憶合金の展示 

21 奥川研究室 ツアーガイドロボットの展示 

22 内田研究室 研究成果の発表、体験コーナー 

23 「もったいない」の可視化 ドギーバッグによる持ち帰りの促進 

24 松河研究室 東京ゲームショウに出展したゲームの出展 
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古民家の修復 
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動力を一切用いないカートレース！ 

激しいカーブや段差のあるレースです。 

このレースはタイム・デザイン・パフォーマンスの三点で評価されます。 

私たちは、鉄の骨格を使用した鶏の「鶏子（けいこ）」を作成しました。 

トサカはついていますが可愛い鶏子をぜひ見に来てね！卍 
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ＥＶミニカート 
～大会への参加～ 

 

８月２４日に、千葉県の袖ケ浦サーキットで開催される「CQ EV 

ミニカート」へ参加しました。 

参加したレースでは、「手巻きモータ」、「組み立てカート」で 

1 周 2.44km のサーキットを 30 分間でどこまで走れるかを競いま

す。 

そこで、スピードがあり長時間走れるモータを製作し、エネルギー

効率が良い車両を目指しています。 
 

 
去年の EVカートの大会時の風景 
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私たち奥川研究室のレスキューロボット実用化プロジェクトでは，遠隔操作型の災害調査
用ロボット「Scott」を開発しています．地震などの災害現場や，トンネルや工場などの社会
インフラの調査を目的としています．ロボットの改善点の調査や性能評価のため，消防署と
の合同訓練を行ったり，ロボカップのレスキュー実機リーグに参加しています． 
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黄金比と人のプロポーション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

黄金比と人のプロポーションについて 

研究しています。 

興味ある方は是非ブースの方へ！ 
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私たちは、レストランなどで外食した際の 

「食べ残し」を減らすため、ドギーバッグ

の促進活動をしています。 

ドギーバッグといえば、アメリカで一般的

なもので、繰り返し使える容器です。 

持ち帰りは自己責任で行いましょう！  
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AITプラザ外出展団体一覧 
 

出展団体名 出展希望場所 出展内容 

谷本研究室 アメリカフェ前 車両の展示、乗車体験 

二輪同好会 アメリカフェ前 レース車両、風景の展示 

ETロボコン ロボットミュージアム 
ロボットをプログラミングで 

動かします 

AIT 鉄人プロジェクト ロボットミュージアム 
学生が作成した大型二足歩行 

ロボットの展示 

B.U.Vプロジェクト ロボットミュージアム 
海洋生物を模したロボットの

遊泳デモンストレーション 

オープンスペースの実証実験 新 2号館テラス 
これまでに実施してきたプロ

ジェクトの情報公開 

演算増幅器設計コンテスト 新 2号館会議室  

レスキューロボット研究会 ロボットミュージアム 
レスキューロボットを用いた

救助のデモンストレーション 

レーシングカート部 アメリカフェ前 レース車両の展示 

化学でモノづくり 3号館 3106 
インスタ映えして、役立つ 

化学実験 
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機械学科の 2 年生授業で製作した以下の 6 つの作品を展示しています． 
①車両 ②エコラン参戦車両 ③電気自動車 ④オートバイ ⑤水平対向エンジン ⑥AT 
その他，過去の作品やお子様用の電気自動車試乗コースもございます． 
 
 

 

 
  

２８ 



   

 
  

２９ 



   

 
  

３０ 



   

 
３１ 



   

 
３２ 



   

soto to soto 
講義室間移動の結節点でしかなかったセントラル広場（北）を人が集う場に変えるミッション 

 

 

300mm を基礎単位とする箱を広場に置いていく 

 
箱自体の基本的な用途は腰掛けであるが、 

アクティビティを誘発する道具として本や音楽、植物、遊戯等のコンテンツを挿入する 

箱は移動や積むことが可能な大きさ、重量であるため、 

広場を利用する個人若しくはグループがその人数や用途に応じ

て、箱が広場内を動き回る様が想像できる 

増殖を続ける箱が、無の広場を徐々に侵略していく 
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演算設計コンテストの成果発表と 

昨年設計した回路の展示 
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